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掲載する．

　大山氏らの招待論文「スマートホスピタル構想に
おける汎用型多目的ロボットの活用」は，名古屋大
学医学部附属病院において医療現場における業務

効率向上のために汎用型多目的ロボット temiを活

用した遠隔コミュニケーション，薬品搬送作業の実

証実験を行い，その評価を報告している．医療現場，

あるいはそのほかの現場におけるロボット導入の

際に考慮すべき点など有益な知見が含まれている．

福住氏らの招待論文「新たな利用時品質モデルの
考え方 ─自動運転バスの運用を事例として─」では，
サービスや製品のユーザビリティを評価するための利

用時品質モデルを直接の操作者だけでなくより広範

なステークホルダに拡張することを提案し，自動運転

サービスの評価に適用した事例を報告している．事

例では，自動運転バス経路の利用者，自動運転バス

経路を利用する運転者，整備担当者，付近住民など

のステークホルダを対象とした調査結果がまとめてい

る．新しいサービス・製品を社会実装する際の社会

受容性の評価において参考になると考えられる．

神成氏らの招待論文「農産物流通のDXを加速する
スマートフードチェーンの構築 ─生産・流通・消費
をつなぐデジタルプラットフォーム─」は，内閣府の
戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）で進め
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編集にあたって

　本特集で掲げた「超スマート社会」は，日本政府

の第 5期科学技術基本計画において，我が国が目指

すべき未来社会の姿とされている Society 5.0を意

識したものである．Society 5.0では，「サイバー空

間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高

度に融合させたシステムにより，経済発展と社会的

課題の解決を両立する社会を実現するとしている．

「超スマート社会」は，まだ実現しているわけではなく，

情報技術の実践を報告することを目的としているデジ

タルプラクティスとしては，「超スマート社会」の実現

に向け，将来「超スマート社会」を構成するピースの

1つとなることを目指して実践している事例を招待論文

として寄稿いただき，また投稿論文として募集した．

　本特集号には，下記に示すように．医療，交通，食，

高齢化，企業間取引，人流解析，漁業，下水道管理，

電気自動車のエネルギー管理，地域活性化，物体自

動認識などさまざま情報技術の活用領域の報告の

論文を収録している．

本特集の論文について

　本特集では 4編の招待論文と 10編の投稿論文を

特集特集
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ている農産物の生産から流通，消費までの一連のデー

タを連携するプラットフォームであるスマートフード

チェーンの構築について報告している．2023年から

の社会実装を目指して構築されているプラットフォー

ムを利用した入出荷履歴取得・トレーサビリティの実

証，鮮度維持のための農産物の輸送環境の測定，物

流費低減のための物流マッチングの実証実験について

報告している．生産者から消費者までのさまざまなス

テークホルダ間，および同業者間で多様な食材のデー

タを共有するためのプラットフォームの構築は，別の

領域におけるデータ共有にも参考となると思われる．

行木氏らの招待論文「超スマート社会における高
齢者の IT 活用を促進する " 人に寄り添うテクノロ
ジー "の展望」では，高齢者の IT活用の阻害要因と

してメンタルモデル確立の困難さ，入力操作の困難

さ，モチベーションの欠如の 3つを挙げ，5件の事例

においてどこが問題であったかを分析している．こ

れらの阻害要因を排除するために，アンビエントコ

ンピューティング，コミュニティ支援が有効である

と提案している．超スマート社会の実現では，高齢者，

障がい者を含め誰一人取り残さないことが必要であ

り，本論文で採り上げている観点は重要な観点である．

　長野氏らの投稿論文「ブロックチェーンを活用
した企業間ワークフロー管理システムの実行エン
ジン」では，企業内のビジネスプロセスはワークフ
ロー管理システムによる電子化が進んでいるが，企

業間のビジネスプロセスでは，依然として紙や手作

業が多いことの解決策として，ブロックチェーン技

術を利用した企業間ワークフロー管理システムを

提案し，試作したシステムにおいて 3社をまたがる

ビジネスプロセスのユースケースを設定し，データ

量，性能の評価を行い実用性を確認している．

村井氏らの投稿論文「大規模屋外施設における

Wi-Fi パケット人流センサへの影響と利活用の検証」
は，スマートフォンから送信されるプローブ要求を収

集するWi-Fi パケットセンサを用いた大規模施設にお

ける人流解析において，外部要因による影響でWi-Fi 

パケットセンサには不向きとされている都市型・屋外

型施設である東山動植物園において実証を行った結

果から，この方式の有用性と課題について論じている．

　Natsir氏らの投稿論文「ICT Application to Sup-
port Sustainable Fisheries Management : Bali Sar-
dines Fisheries ‒ Indonesia」では，インドネシア
のバリ島において資源保護を意識したイワシ漁を

実施するための漁場の GPSデータと漁獲量のデー

タ収集，データベース，データ分析のためのダッ

シュボードからなるシステムの説明と 2018年から

の運用の状況について報告されている．水産資源保

護に ICTが活用されている事例として興味深い．

　森山氏らの投稿論文「Quantitative Analysis of 
Mid-face Correction Treatment using Automated 
Image Analysis」は，顎変形症の矯正手術の計画と
評価において従来から考慮されている骨や歯など

の硬組織の術前・術後の変化だけではなく，術後の

患者の QoLに大きな影響を与える軟組織の変化を

簡便な方法で定量化するシステムを開発し，実際に

適用した事例について報告している．

　澤野氏らの投稿論文「下水管スクリーニング検査
のための浮流型カメラと映像処理に関するプラク
ティスの報告」は，老朽化が進む下水管の安全かつ
低コストでスクリーニング検査を行うために浮流

移動する機体で下水管内を撮影し，映像を転送する

浮流型無線ネットワークカメラを開発し，映像回転

の補正手法，ひび割れを検出する手法を実装，評価

した結果を報告している．人口減少が進む中で老朽

化が進む社会インフラを情報技術を利用して効率

【デジタルプラクティスコーナー】
各記事の概要のみ掲載しております．本文は電子版
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-index.html を
ご覧ください．

https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-index.html
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-index.html
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ようにすべきアンチパターンを示しているといえる．

　梶原氏らの投稿論文「カメラ以外のセンサと 学
習用データの事前登録が不要なフィジカルサーチ
システムの提案と検証」では，カメラのみを用い，
事前準備なしで，新たに置かれた物体や，移動され

た物体を自動的に検出し登録し後で検索すること

を可能とするシステムを構築し，倉庫，図書室，居

室における実験でその有効性を検証している．カメ

ラを利用することでプライバシーへの配慮が必要

であるが，さまざまなユースケースが考えられる．

　「超スマート社会」実現のためには，このような

活動がそれぞれ高度化していくことはもちろんで

あるが，相互に関連してデータを共有し，それぞれ

が自律的に動作しながら全体として協調すること

が必要になる．協調するためには，当然ながら協調

する相手を認識することが必要であり，本特集がそ

のための一助になることを望む．

　「超スマート社会」の実現に向けて研究・開発を

行い社会実装していく営みは，未来を創造する営み

ともいえる．国立研究開発法人科学技術振興機構の

未来社会創造事業で「次世代情報社会の実現」領域

の事業統括をされている東京電機大学 前田英作教

授に未来をいかに創るかについてインタビューした

記事も掲載しているので参考にしていただきたい．
（2022年 3月 7日）

的に保守する試みとして重要である．

冨永氏らの投稿論文「離れて暮らす親世代と子世代
がゆるやかにつながるための見守りサービスの社会実
装と検証」は高齢者の孤立を防ぐための見守り支援AI

システムを開発し，4組の親子に 2週間利用してもらっ

た実験からこのシステムの有効性と継続的に利用され

る可能性が高いという見通しを得たことを報告している．

　西田氏らの投稿論文「電気自動車の仮想配電線へ
の利活用のための実証実験およびエネルギーシス
テムの構築」は，EVを動く蓄電池として停電発生

時に電気自動車によって電力を輸送する「仮想配電

線」の実証を行い，この結果を基に停電地域の気象

状況などを考慮した太陽光発電量予測，電力需要予

測などに基づく最適な EVの運行計画立案システ

ムを構築し，その有効性を検証したことが報告され

ている．今後 EVの普及が進むにつれこのような

利用が拡大すると考えられる．

　森木氏らの投稿論文「地域限定クーポンの利用履
歴による社会関係資本の多寡推定」では，人々の幸
福度にも大きな影響を与えると言われる，人と人と

の関係性，信頼関係などに基づく社会関係資本蓄

積量を，通常行われているアンケート調査の代わ

りに地域限定クーポンの利用履歴で推定できると

の仮説を，国分寺市で実施した「街バル」イベン

トである「ぶんじバル」で発行された電子クーポン

の利用履歴とアンケート調査結果の分析で検証し

一定の精度で推定が可能であることをしている．

　岩村氏らの投稿論文「新しいモビリティ導入に
対する公共交通業界の反応」は，著者らが全国で
実証実験，実運用合わせ 100カ所以上に展開して

いるリアルタイム乗合配車システムについて，その

利点を十分活用できている事例がある一方，従来

の公共交通の常識や慣習にとらわれてその利点を

十分発揮できていない事例があることを報告して

いる．斬新なサービスを社会実装する際に陥らない

■吉野松樹（正会員）matsuki.yoshino.pw@hitachi.com
1982 年東京大学理学部数学科卒業．同年，（株）日立製作所入社．

1988年米国コロンビア大学大学院修士課程修了（コンピュータサイエン
ス専攻）．2011年大阪大学大学院情報科学研究科博士後期課程修了．博
士（情報科学）．本会フェロー．2020 年から本会論文誌トランザクショ
ンデジタルプラクティス編集委員長．

［特集：超スマート社会実現に向けた情報技術活用のプラクティス］編集にあたって　　　　　　　　　    概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本編はこちら ▶▶

mailto:matsuki.yoshino.pw@hitachi.com
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［特集：超スマート社会実現に向けた情報技術活用のプラクティス］編集にあたって　　　　　　　　　    概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本編はこちら ▶▶

1 1 スマートホスピタル構想におけるスマートホスピタル構想における
　 汎用型多目的ロボットの活用　 汎用型多目的ロボットの活用

22 新たな利用時品質モデルの考え方
　 ─自動運転バスの運用を事例として─

大山慎太郎・山下佳子（名古屋大学医学部附属病院　メディカル IT センター）・
小倉　環・ 藤原友莉子（大成建設（株））・高椋大寛（モノプラス（株））・
白鳥義宗（名古屋大学医学部附属病院　メディカル IT センター）

福住伸一（理化学研究所／東京都立大学）・平沢尚毅（小樽商科大学）・改發　壮（BOLDLY（株））

　少子高齢社会の進展，医療従事者の人手不足，そして COVID-19 に関連し

た感染症対策の業務負担も深刻な問題となっている．名古屋大学医学部附属

病院では院内のデジタルトランスフォーメーションを推進し，業務効率化や

働き方改革，医療安全の向上を図る「スマートホスピタル構想」の下，産学

連携による実証実験を行っている．本稿では業務効率化を目指し，多目的ロ

ボットを活用したユースケースを実証したので報告する．

　Society 5.0への変革により，多様なステークホルダが情報とかかわり，

多様な影響を受けることになる．今回，ユーザが製品やシステムを利用し

たときのステークホルダへの影響（ニーズ）を品質と捉え，その影響を 3

つ（便益，安全，社会受容性）に分類した利用時品質モデルを提案し，ス

マートシティのサービスである自動運転バスに適用した．この結果，運用

における多様な評価視点を事前に得ることができることが分かった．

3 3 農産物流通のDXを加速するスマートフードチェーン
　 の構築 ─生産・流通・消費をつなぐデジタルプラットフォーム─
神成淳司（慶應義塾大学）・折笠俊輔（（公財）流通経済研究所）

我が国のフードサプライチェーンの高度化に向けて，内閣府の戦

略的イノベーション創造プログラム（SIP）において，農産物の生産

から流通，消費までの一連のデータを連携するデータプラットフォー

ムであるスマートフードチェーンの構築を進めている．2023年春の

社会実装を目指し，輸出を含めた国内各地での多様な実証や，新た

な JAS制度に関する検討を進めている．本稿では，これら取り組み

を踏まえ，スマートフードチェーンの課題と有効性について検討する．

https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-index.html
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-S01.html
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-S02.html
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-S03.html
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［特集：超スマート社会実現に向けた情報技術活用のプラクティス］概要

●●インタビュー：超スマート社会実現に向けた未来創造
インタビュイー：前田英作（東京電機大学） 
インタビュアー：吉野松樹（（株）日立製作所）・
   　 藤瀬哲朗（（株）三菱総合研究所）

　国立研究開発法人科学技術振興機構の未来社会創造事業で「次
世代情報社会の実現」領域の事業統括をされている東京電機大
学の前田英作教授に未来創造をテーマにお話を伺った．未来を
語る上で「ありうる未来」は技術の進歩によって変化し，オー
プン化がその変化を加速させていること，未来の変化の兆しは
現場にあり，現場のプラクティスが大事であること，さらに変
化を生み出すための人材育成まで未来創造に関して示唆に富む
話を伺った．

4 4 超スマート社会における高齢者の IT 活用を促進する
　 “人に寄り添うテクノロジー”の展望
行木陽子（中央大学）・陳　建和（キンドリルジャパン（株））・倉島菜つ美（日本アイ・ビー・エム（株））

　超スマート社会においては，だれもが新しい機能やサービス

を容易に利用し，高度な IT技術の恩恵を受けることができる

と期待される．一方で，日本は世界でも前例のない高齢化社会

を迎えており，超スマート社会の実現には，超高齢化社会を見

据えた高齢者の情報格差の是正が急務である．本稿では，高齢

者がデジタルデバイス活用する上での阻害要因を洗い出し，そ

の解決策としての「人に寄り添う」テクノロジーへの期待と展

望を示す．

論文誌 デジタルプラクティス「特集：超スマート社会実現に向けた情報技術活
用のプラクティス」はこちらでご覧いただけます（電子図書館）
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10871

https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10871
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-S04.html
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-IV.html
https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/ej/?action=repository_opensearch&index_id=10871
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　DPコーナーでは，最新技術を ICT産業に普及させていく立場でのプラクティス論文を掲載しています．
特に，ICT製品・サービスのユーザの立場で，効率的な利用や経済的な価値を付加するプラクティスをお伝えす
るため，国内の代表的な ICT企業・団体のユーザ会等にご協力いただき，ユーザ視点の論文をご紹介します．

[ 提携団体推薦論文 ] 概要　　　　　　　　　　　　

　物流業は，労働力不足の解消と新型コロナの拡大によるテレワーク
対応のために以下の 2つの課題を解決する必要がある．1つ目は、現
場作業の生産性向上である．2つ目は、遠隔から現場の状況を確認で
きる労働環境の整備である．これら 2つの課題を解決する仕組みとし
て，「ロジスティクス・コックピット」を構築した．本稿では，ロジスティ
クス・コックピットの構築に向けた取り組みとその導入効果について
述べる．

吉田健晃（（株）セイノー情報サービス）

物流現場の労働力不足の解消とテレワークの実現物流現場の労働力不足の解消とテレワークの実現
～意思決定を支援するロジスティクス・コックピットの構築～

IBM Community Japanナレッジモール論文 

　昨今のテレワーク増加に伴い，ファイアウォール等でネットワー
クの境界を区切る既存の境界型認証モデルの前提が崩れ，IDの認
証によってセキュリティを担保するゼロトラスト型認証モデルが
注目されつつある．ゼロトラスト型認証モデルで課題となる IDの
保護という観点から，ID秘匿化ワンタイム多要素認証をコンセプ
トとする認証製品 SECUREMATRIX V12を開発した．

下平哲也 （（株）シー・エス・イー）

ID 秘匿化ワンタイム多要素認証 ID 秘匿化ワンタイム多要素認証 
─ SECUREMATRIX の研究開発SECUREMATRIX の研究開発─

[JISA アワード ] 概要　　　　　　　　JISA アワードについて ▶▶

https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-JISA21-00.html
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-JISA21-A01.html
https://www.ipsj.or.jp/dp/contents/publication/50/S1302-U01.html



